
總持寺は元亨元年（1321 年）に瑩山紹瑾禅師によって開創された福井県の永平寺と並ぶ曹洞宗の大本山です。
明治 31 年の大火により伽藍の大部分を焼失し横浜の鶴見へ移転、その後、開創の地である輪島市門前町に祖院が再建されました。

大本山總持寺は令和 3年に開創 700 年を迎え、その記念諸行事が開創の地である總持寺祖院で開催されます。

大本山總持寺祖院


